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SuperH RISCengineとメ

モリの最新製品

1,000MIPS/Wを実現し｡モ

バイル機器の高性能化に貢献

するSH7751(a)(b),1999年

9月現在で世界最小･最軽量

の16MバイトMultiMedia

Card(c),MCM封止で,実装

面積を大幅に縮小した256M

ビットSDRAM(d)(e)をそれ

ぞれ示す｡

近年のディジタル民生機器市場では､ハンドヘルドパソコンやディジタルスチルカメラ,音声圧縮技術"MP3”を利用したプ

レーヤなど,モバイルマルチメディアを指向した製品が進展している｡モバイル機器の携帯性を高めるには,小型･軽量バッ

テリで長時間使用に耐えうる低消費電力性が重要である｡一方,マルチメディア処理,年割こ画像処理には,マイコンの高性能

化と主記憶用メモリの大容量,高速化も重要である｡また,記憶媒体には不揮発かつコンパクトなフラッシュメモリが適して

おり,急速に普及している｡

日立製作所の高性能RISC(縮小命令セットコンピュータ)マイコン｢SuperH剛SCen印neシリーズ+は,SH-1,SH-2,SH21

DSP,SH-3,SH3-DSP,SH-4など低消費電力で幅広い性能レンジの製品群を持ち,さまざまなモバイルマルチメディア機器

のニーズにこたえている｡また,周辺回路やメモリなどをオンチップ化することにより,システムコスト削減にも貢献してい

る｡一方,主記憶用メモリの小面積実装と大容量,高速化の両立のために,1999年にマルチチップパッケージによる｢×64ビッ

ト構成+の256MビットSDRAM(SynchronousDynamicRandomAccessMemory)を製品化した｡さらに,映像や音楽などの記録

には,記憶媒体の大容量化が必要であり,これには,独自開発のAND型セルを用いたフラッシュメモリが低コストで,大容量

化に適している｡また,世界最小･最軽量の16Mバイトフラッシュカード"MultiMediaCard”を,lnfineon社と共同で1999年に

製品化した｡

はじめに

最近のディ ジタル民生機器市場では,H/PC

(HandheldPersonalComputer)やディジタルスチルカ

メラ,ディジタル ビデオ カメラ,MPEG(Moving

Picture Expert Group)カメラ,音声圧縮技術"MP3''採

用プレーヤなど,モバイルマルチメディアを指向した製

品が進展している(Jまた,単なる通話機器であった携帯

電話も,ディジタル化を経て高機能化し,データや映像

も送受信するマルチメディア通信機器へと発展しつつある｡

ここでは,最近のモバイルマルチメディア民生機器の

動向,それを支えるマイコンとメモリに要求される仕様,

およびその要求仕様を実現する,口‾ヾ土製作所の高件能

RISC(縮小命令セットコンピュータ)マイコン｢SuperH

RISC engineシリーズ+とメモリ製品の展開について述

べる｡
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モバイルマルチメディア用民生機器の動向

最近のモバイルマルチメディア出生機器の動向を図1

に示す｡近年,さまざまな機器が鷺場した｡例えば,

H/PCは1990年代の前半から普及しはじめた｡それまで

はスケジュールやアドレス管理,文字認識などが中心で

あったが,最近では,電子メールやインターネットアク

セス機能が不可欠である｡ディジタル スチル カメラで

は静止画像(JPEG:Joint Photographic Expert Group)

の圧縮･伸長を短時間で行える処理性能が要求され,最

近では簡単な動画像処理も必要とされている｡また,

MPEGカメラはMPEGlあるいはMPEG4の符号化･復号

化を,MP3プレーヤはMPEGlオーディオレイヤ3の復号

化をそれぞれリアルタイムで行う｡スマートフォンは,

メール送受信や,インターネットへの接続が可能な携帯

電話である｡

各種のマルチメディア処理に必要とされるプロセッサ

の性能と記憶媒体容量を図2に示す｡さまざまなマルチ

メディア処押に柔軟に対応するためには,ソフトウェア

による処理が望ましい｡MP3などのオーディオ処理やモ

デム処理などのようにすでにソフトウェア化が可能なも

のから,MPEG2のように,ソフトウェアではまったく手

が届かないものまである｡MPEG4は画面サイズ画質の規

格の幅が広く,ソフトウェア処理が叶能な規格もある｡

プロセッサのマルチメディア処理能力向上は,今後も重

スマートフォン

情報
機器

静止画

動画

音声

PDA,H/PC

カーナビゲーション

ディジタルスチルカメラ

ディジタルビデオカメラ

MPEGlカメラ

MPEG4カメラ

MP3プレーヤ

1990 1995 2000

西暦年

注:略語説明

PDA(PersonalDigitalAssistant)

MP3(MPEGILayrer3)

図1モバイルマルチメディア民生機器の動向

近年,さまざまな機器が登場し,急速に高性能化や小容量.軽

量化が図られている｡
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図2 マルチメディア処理に必要とされるプロセッサ性能と

記憶媒体容量

MP∈G2などの動画像処理には,プロセッサ性能のいっそうの

向上と記憶媒体容量の拡大が必要である｡

要な課題である｡また,大量のデータを高速に扱うには,

主記憶メモリの高遠,大容量化も必要である｡

モバイルマルチメディア機器の記憶媒体としては,フ

ラッシュカードやPC(PersonalComputer)カード型のハ

ードディスクなどがある｡今後は,大容量を必要とする

音楽や映像の格納用途が飛躍的に拡大するものと期待さ

れている｡また,本格的な動仰像記録には,媒体容量の

いっそうの拡大が必要である｡

SuperHRISCenglne

の製品展開とその応用

3.1 製品展開

SuperH RISC engineシリーズ1'は,コントローラ用途

小心のMCU(Microcontroller Unit)製品と,情報処理用

途l‾トL､のMPU(Microprocessing Unit)製品に大別でき

る｡前者にはSH-1,SH-2,SH2-DSPを,後者にはSH-3,

SH3-DSP,SH-4をそれぞれラインアップしている(図3参

照)｡全シリーズの基本命令セットはバイナリ互換であ

り,ローエンド品からハイエンド品まで,ソフトウェア

資亮を生かしながら移行することが吋能である｡

MCU製品の特徴は,主にプログラムを格納する人容

量ROM(Read-Only Memory),多機能多チャネルのタ

イマ,シリアル通信インタフェース,A-D変換器などを

内蔵してシステムのワンチップ化を強力にサポートして

いることである｡また,内蔵ROMには,コスト重視のマ
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SIMD
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スクROMのほかに,EPROM(Erasable Programmable

ROM)や,フラッシュメモリも占占ぞろえしており,特に

いTime to Market(発売時期)”が重要なマルチメディア

応用の開発期間短縮に大きな効果を発揮している｡

一方,MPU製品は,業界標準のOS(Operating

System)であるWindows CE削)をサポートするMMUを

標準搭載している｡さらに,大容量のプログラムやデー

タを効率よく扱うための人容量キャッシュに加え,基本

的な周辺機能であるDMAC(Direct Memory Access

Controller)やタイマなどを内戚し,最′トナップのシステ

ム構成を吋能にしている｡また,マルチメディア処理の

ミドルウェアを高速実行するために,SH-3系では133

MHz,SH-4系では200MHzの高速動作品をそれぞれ用

意した｡

3.2 マルチメディア機器への応用

SH2-DSPの製品応用の代表例に,ディジタル スチル

カメラがある｡DSP機能によるJPEGの高速ソフトウェア

処理に加え,豊富な内蔵機能によって最少部品点数でシ

ステムを構築できるため,′ト型化,低価格化を容易に実

現できた｡

カーナビゲーション市場では,当初から,高速性やメ

※1)WiIld()WSは,米国およびその他の国における米国

MicrosoftCorp.の登録商標である｡

※2)Dreamcastは,株式会社セガ･エンタープライゼスの

登錨商標である｡

SH7050シリ∬ズ

26～52MIPS3品種

M
C
U
シ
リ
ー
ズ

注:略語説明

MIPS(Megalnstructions

PerSecond)

MOPS(MegaOperations

PerSecond)
GFLOPS(GigaF】oating-

PointOpe｢ationsp即

Second)

MMU(MemoryManage-

mentunit)
DSP(DigitalSignalProces-

sor)
SIMD(Singlelnstruction

MultipleData)

図3 SuperHRISCengine

シリーズのロードマップ

SuperH RISCenglneシリー

ズは低消費電力で幅広い性能

レンジの製品群を持ち,さま

ざまなモバイルマルチメディ

ア機器のニーズにこたえている｡

モリ直結インタフェース,高速積和演算による高速描画

処理,大容量内蔵ROMなどの特徴を持つSH-1とSH-2が

使用されている｡さらに,最近のカーインフォメーショ

ンシステムの動向を勘案した高機能化に伴い,従来のソ

フトウェア資産を生かしながらWindows CEにも対打㌫す

る,高速なSH-3やSH-4へ移行しつつある｡

SH-3の応用では,Windows CEベースのH/PCが代表

的である｡三次元グラフィックス処理能力をこれまでよ

りも飛躍的に高めたSH-4は,株式会社セガ･エンタープ

ライゼスの最新ゲーム機`◆Dreamcast”滋2)に搭載された㌔

その後,SH-4のいっそうの低消費電力化をl当り,1999年

に製品化した口立製作所のH/PC``PERSONA(ペルソ

ナ)”の最上位機種にも採用した｡

H/PCは現在,パソコンとのデータ互換性と小型,長

電池寿命で評価されている｡将来は,その携帯性や使い

勝手を飛躍的に向上しながら,パソコンの性能や機能に

迫っていくことが予想される｡この新しいH/PCマーケット

の要求にこたえるためにも,今後さらに高性能なSH3-DSP,

SH-4,S汁5を開発していく予定である｡

マルチメディアを指向した

メモリの製品展開とその応用

4.1 フラッシュメモリ

フラッシュメモリは,電気的に書き換え可能な不揮発

性メモリである｡携帯電話やパソコンなどのプログラム

格納川には,NOR型と呼ばれるランダムアクセス型のフ

11
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ラッシュメモリが使われている｡一方,ディジタルカメ

ラやH/PCのデータ格納用途には,大容量を特徴とする

AND型とNAND型と呼ばれるシリアルアクセス型のフラ

ッシュメモリが使われている｡

AND型フラッシュメモリは口立製作所が独自に開発し

たもので,セル面積が小さく,大容量化に適しているニー■｡

また,MGM(Mostly Good Memory)技術により,低コス

ト化を実現している｡1996年には64Mビット品を,1998

年には256Mビット品を世界に先駆けてそれぞれ製品化し

た｡256Mビット フラッシュ メモリには,1個のメモリセ

ルに2ビットすなわち4値の情報を記憶する｢多借手支術+を適

用している｡

また,フラッシュメモリを搭載したフラッシュカード

でも,ATA(Advanced Technology Attachment)カー

ドやCompactFlash繚=i■カードを製品化し,ユーザーのニー

ズにこたえてきた｡これらのフラッシュカードの製品化

にあたっては,H8やSHマイコンを使ったコントローラ技

術と高密度実装技術を合わせて適用している｡.

フラッシュカードの新製品として,In五neon社と共同で,

16MバイトMultiMediaCardを1999年に開発した｡

MultiMediaCardは,携帯彗竺マルチメディア機器に適した,

1999年9月現在,世界最小･最軽量のメモリカードであ

る｡口立製作所は,SHマイコンコアのコントローラをフ

ラッシュメモリと1チップ化することにより,省スペース

で大容量･高性能を実現した｡今凶の16Mバイト品に続

き,32Mバイトと64Mバイト品を展開する予定である｡

今後も多様化するマルチメディア機器に対応するフラ

ッシュメモリヤフラッシュカードを開発し,製品化して

ユーザーの要求にこたえていく考えである｡

4.2 DRAM(DynamicRandomAccessMemoⅣ)

動画像などのリアルタイム処理には,主記憶用メモリ

の大容量化と高速化が必要である｡しかし,モバイル機

器では,′ト面積実装と両立させなければならない｡H立

製作所は,マルチチップパッケージによる｢×64ビット構

成+の256MビットSDRAM(SynchronousDRAM)を1999

年に製品化した｡広いバンド幅と大容量を,従来の64M

ビットSDRAM並みのパッケージサイズで実現している｡

モバイル機器では,低消費電力化も重要である｡日立

製作所の64MビットSDRAMでは,133MHz,｢CAS

※3)CompactFlashは,米国San r)isk社の商標であF),

CFA(CompactFlash-1＼IAss()Ciati()n)にライセンスされ

ている｡
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(C()1umn Address Strobe)レイテンシ2+という高速動作

を実現しながら,電源電圧2.5V化によって200mWと,

従来製品よりも約40%の低消費電力とした｡

おわりに

ここでは,最近のモバイルマルチメディア民生機器の

動向,口立製作所の｢SuperH RISC engineシリーズ+と

メモリ製品の展開について述べた｡

モバイルマルチメディア民生機器市場は今後も急速に

拡大し,その携帯性,横能性も飛躍的に向上していくと

見込まれる｡SuperH RISC engineシリーズとメモリは,

これを支えるキーコンポーネントである｡今後もいっそ

うの高惟能･高校能,低消費電力,大容量の製品を開発

し,ユーザーの要求にこたえていく考えである｡
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